
《調査検討会議（親会議）》

１~２回程度開催

《保存・利⽤等⽀援ＷＧ》

令和元年 令和２年
10⽉ 11⽉頃 年初〜 年度末（３⽉）

基本設計

議連・衆議院⼩委員会

実施設計

今後の進め⽅（案）

基本設計の報告

資料４

第24回
（今後の進め⽅等）

第25回
（基本設計の報告、三館の機能分担、
展⽰に係る有識者ヒアリング）

第26回
（展⽰の基本的考え⽅、
学習機能の在り⽅）

第27回
（本年度の議論の取りまとめ）

報告

報告

〇 衆議院議院運営委員会・新たな国⽴公⽂書館及び憲政記念館に関する⼩委員会（以下「⼩委員会」という。）において基本設計の
基本的な⽅向性（案）が了承され、政府において基本設計を進めているところ、調査検討会議において、保存・利⽤⽀援等ワーキング
グループ（ＷＧ）を開催してその内容について議論したうえで、調査検討会議に報告し、これらの結果に基づき内閣府から議員連盟及
び⼩委員会に報告する。
〇 また、新たな国⽴公⽂書館（新館）の建設に向けて具体的な検討が必要とされる論点（三館の機能分担、展⽰の基本的な考え⽅、
学習機能の在り⽅等）について検討し、取りまとめを⾏う。

１．主な検討事項

２．スケジュール

令 和 元 年 1 0 月 1 6 日
国立公文書館の機能・施設の在り方等
に関する調査検討会議（第24回）資料
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